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（論文審査の要旨） 
 石井千晴君の学位申請論文は「The development and application of metabologenomic analysis for 




























  No.2 
は，腸内細菌と代謝物質の相関関係を示すことにより，腸内細菌叢の機能を明らかにするために注目
すべき細菌と代謝物質のペアを絞り込むスクリーニングツールとしての活用が期待される． 
 第4章では，本手法をヒトの腸内環境評価にも適用し，日常的な食事内容の変動と腸内環境の安定性
の関連を解析するために，食事条件が異なる3つの期間における腸内環境を比較した．その結果，ヒト
の腸内細菌叢構造や代謝物質プロファイルは，個人ごとに異なり，多くの場合は日常的な食事変化に
対して安定であることが示唆された．また，食事条件に対する糞便中代謝物質プロファイルの安定性
の低い被験者は，他の被験者よりも腸内細菌叢の多様性指標の1つであるChao1の値が低いことを示し
た．このように本研究で構築したメタボロゲノミクス手法の適用によって，腸内環境を理解するため
の新たな知見を得ることができた．  
  2章から4章で論じられた研究において，請求者はCE-TOFMSを用いた糞便中代謝物質の網羅
的な解析のための手法開発に努め，またそれを用いた腸内細菌叢構造解析データと糞便中代謝物質
解析データを統合解析する手法「メタボロゲノミクス」を考案した．さらにその手法を用いてマウス
やヒトにおける，食事と腸内環境の関係について解析を行い，腸内環境の理解に貢献した．特に2章の
内容は新規性が高いため，特許出願も行った（特願2015-179076）．また，4章の内容は，請求者自身が
研究の企画，発案を行い，被験者からのサンプル採取から実験・解析までの一連の工程を，共同研究
者の協力を仰ぎながら主体的に実施した．このように請求者は，糞便中代謝物質と腸内細菌叢の関
係に関する研究分野において，手法の開発から実際の応用までを一貫して遂行した点が高い評価
に値する． 
  以上により，請求者は今後独立した研究者として新規研究を立案・遂行する能力があると言
える．よって本学位請求論文は博士（政策・メディア）の学位授与の要求水準を満たすものと認
められる． 
 
